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背景 
従来の⾳楽システムでは過去の⾏動履歴や選択パターンに基づいて推薦を
⾏う「協調フィルタリング」が⽤いられている。この⽅法はユーザーの評
価情報に基づいて推薦アイテムを決定するため⾳楽の推薦に適している。
[1]しかし、ユーザーの情報によって推薦が⾏われるためユーザーの感情
に基づいた推薦は不可能である。

本研究の⽬的
⾳楽アプリのユーザーの⼼理的ニーズや感情状態を把握
し、その情報を活⽤してユーザーの感情に基づいた、最
適な⾳楽を提供するための推薦システムを構築すること
を⽬標として様々なアプローチを試みた。感情

要旨 
従来の⾳楽アプリでは過去の⾏動履歴や選択パターンに基づいてユーザーの好尚を学習し、推薦を⾏う「協調フィルタリング」が⽤いられている。こ
の⽅法はユーザーの評価情報にも基づいて推薦アイテムを決定するためリアルタイムのユーザーの感情を感知し、それに基づいた推薦を⾏うことは不
可能である。本研究ではSpotify APIから得た⾳楽的特徴量とSpotifyのプレイリストデータを⽤いて感情別に分類することで、ユーザーの感情に沿っ
た推薦システムを可能にする。現時点では主観的な感情ラベル付けを⾏い、⾃⾝の感性による推薦が可能となったが他のユーザーのユーザーエクスペ
リエンスの向上の検証はまだできていない。

研究⽅法 
本研究ではSpotify  APIを利⽤して、50曲と100曲を含む２つのプレイリ
ストから楽曲の特徴量データ（'energy', 'tempo', 'danceability',
'loudness', 'valence'）を収集した。各楽曲を⾃分で聴き、それぞれの楽
曲に「喜び (Joyful)」「⼼が傷ついた (Heartbroken)」「落ち着いた
(Relaxed)」「元気 (Upbeat)」の感情ラベルを⼿動で付与してサンプルを
作成した。そして、ランダムフォレストとロジスティック回帰の２つのア
ルゴリズムで特徴量データと感情ラベルを学習させた。

上記の図ではランダムフォレストに使われる決定⽊の１つを図で表したも
のであり、本研究では決定⽊を100本利⽤する。各決定⽊が予測した結果
をハード投票で最終予測を⾏った。

学習データは80%をモデル学習のための訓練⽤、モデルの汎化性能を評価
するための20%をテスト⽤として分割した。各アルゴリズムでモデルを構
築し、50曲と100曲のデータセットで実施し、それぞれの精度の⽐較を
⾏なってモデルの評価を⾏った。

結果分析
ランダムフォレスト: ⼩規模データで⾼精度
 ＜(50曲) 精度: 70.00%＞

 ＜(100曲) 精度: 40.00%＞

 ロジスティック回帰: ⼤規模データで⾼精度
 ＜(50曲) 精度: 50.00%＞

 

＜(100曲) 精度: 45.00%＞

50曲のプレイリストデータを⽤いた場合relaxedの精度、再現率が共に
0.00%であり、100曲のプレイリストデータでもロジスティック回帰の
結果においてheartbrokenが精度、再現率共に0.00%であるためそれぞ
れのクラスのサンプル数が少なく、学習するのにデータが不⼗分であ
る。また、ランダムフォレストに⽐べ、ロジスティック回帰の精度が落
ちた理由として、ロジスティック回帰で利⽤される線形分離は予測結果
で感情ラベルが混ざり合っている複雑な場合曲線や複雑な形状になるた
め正確に分類することが難しい可能性がある。そのため今後は本研究に
適している⾮曲線（ランダムフォレストなど）を⽤いたアルゴリズムで
の⽅法を利⽤する。

今後の展望
現段階の研究でサンプル数が少なく学習データの不⾜が⾒られたため、楽曲数を増やすと同時に感
情ラベルの拡充を⾏い、感情ラベルの定義を明確化することでモデルの精度を⾼める。また、ユー
ザーエクスペリエンスの向上に向けて客観的な意⾒を得る必要があり、実際にモデルを使⽤しても
らい、評価を得る。ユーザー個々が⾳楽を聴いて評価することでユーザー固有のプロファイルが作
成され、聞けば聞くほどサンプル数が増えるのでユーザの感覚に合った識別ができるようになる。
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